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公
立
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
化
の
促
進
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
三
月
の
福
岡
県
西
方
沖
地
震
、
昨
年
の
新
潟
県
中
越
地
震
で
は
、
公
立
小
中
学
校
施
設
に
お
い
て
は
、
直
接
的
に
子
ど

も
の
生
命
を
脅
か
す
よ
う
な
事
態
は
免
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
校
施
設
は
多
大
な
被
害
を
受
け
て
お
り
、
今
回
の
福
岡
県

西
方
沖
地
震
で
は
、
福
岡
県
の
玄
界
島
に
お
け
る
校
舎
の
「
倒
壊
」
を
は
じ
め
、
教
室
、
体
育
館
の
内
壁
の
ひ
び
、
エ
キ
ス
パ

ン
シ
ョ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト
の
破
損
、
ガ
ラ
ス
の
破
損
、
天
井
材
の
落
下
や
備
品
の
転
倒
な
ど
、
被
災
箇
所
数
は
三
六
六
箇
所
に
達

し
た
。

現
在
ま
で
に
、
被
災
し
た
施
設
の
八
割
は
、
通
常
の
教
育
活
動
が
で
き
る
状
態
に
復
帰
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
一
定

の
期
間
、
教
育
活
動
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民
の
避
難
所
と
し
て
の
使
用
に
耐
え
な
い
被
害
を
多
々
受
け
て
お
り
、
そ
れ
は
児

童
生
徒
、
地
域
住
民
に
大
き
な
不
安
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

福
岡
県
西
方
沖
地
震
は
、
例
え
ば
東
海
地
震
や
東
南
海
地
震
だ
け
で
な
く
、
今
後
も
全
国
ど
こ
で
も
大
規
模
な
地
震
が
起
こ

り
う
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

学
校
施
設
は
、
児
童
生
徒
が
一
日
の
大
半
を
過
ご
す
学
習
、
生
活
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
震
、
豪
雨
等
の
災
害
発
生
時

に
は
、
地
域
住
民
の
応
急
的
な
避
難
場
所
、
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

一



地
震
発
生
時
に
お
い
て
、
児
童
生
徒
の
人
命
を
守
る
と
と
も
に
、
地
震
等
の
災
害
発
生
時
の
児
童
生
徒
、
地
域
住
民
の
避
難

場
所
と
し
て
必
要
と
な
る
機
能
を
果
た
せ
る
よ
う
に
、
施
設
や
設
備
の
損
傷
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
、
十
分
な
耐
震
性

能
を
も
た
せ
て
学
校
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

福
岡
県
西
方
沖
地
震
の
公
立
小
中
学
校
施
設
の
被
害
状
況
を
踏
ま
え
、
学
校
施
設
に
お
け
る
耐
震
化
の
確
保
は
急
務
と
言
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従
っ
て
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

今
回
の
福
岡
県
西
方
沖
地
震
、
昨
年
の
新
潟
県
中
越
地
震
の
発
生
を
踏
ま
え
て
、
公
立
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
化
の
緊
急

確
保
に
つ
い
て
、
政
府
の
基
本
的
な
考
え
方
と
方
針
を
伺
い
た
い
。

二

二
〇
〇
五
年
四
月
一
日
現
在
の
公
立
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
改
修
状
況
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
は
調
査
結
果
を
ま
と
め

て
公
表
し
た
。

全
国
の
公
立
小
中
学
校
施
設
全
一
三
万
棟
の
う
ち
、
約
八
万
四
千
棟
（
六
三
・
九
％
）
は
、
現
行
の
耐
震
基
準
が
定
め
ら

れ
た
一
九
八
一
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
施
設
で
あ
る
。

こ
の
八
万
四
千
棟
の
う
ち
、
耐
震
診
断
が
実
施
さ
れ
た
棟
数
は
、
四
万
七
千
棟
（
五
六
・
三
％
）
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、

二



耐
震
性
が
あ
る
建
物
（
改
修
済
を
含
む
）
は
、
二
万
五
六
二
棟
（
一
五
・
七
％
）
で
、
残
り
の
約
二
万
六
五
一
九
棟
（
二

〇
・
三
％
）
は
、
耐
震
診
断
に
よ
っ
て
、
耐
震
性
の
な
い
建
物
と
確
認
さ
れ
な
が
ら
未
改
修
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
全
国
的
に
は
、
依
然
と
し
て
耐
震
化
が
進
ん
で
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
半
分
の
施
設
に
耐
震
性
が
確
認
さ

れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

三

全
国
で
耐
震
性
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
建
物
は
、
約
六
万
三
千
棟
（
四
八
・
二
％
）
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
福
岡
県
西
方
沖

地
震
に
よ
り
被
災
地
と
な
っ
た
福
岡
県
の
一
九
八
一
年
以
前
の
建
物
の
耐
震
診
断
率
は
二
一
％
、
佐
賀
県
一
八
％
、
長
崎
県

一
三
・
五
％
、
熊
本
県
二
六
・
七
％
、
大
分
県
四
一
・
三
％
、
宮
崎
県
四
三
・
一
％
、
鹿
児
島
県
一
五
・
五
％
で
あ
る
。

ま
た
、
一
九
八
一
年
以
前
の
建
物
の
耐
震
化
率
に
つ
い
て
は
、
概
ね
福
岡
県
は
、
七
％
、
佐
賀
県
一
一
％
、
長
崎
県
六

％
、
熊
本
県
七
％
、
大
分
県
一
三
％
、
宮
崎
県
二
五
％
、
鹿
児
島
県
一
二
％
で
あ
る
。

九
州
地
方
の
場
合
に
は
、
全
国
と
比
較
し
て
、
耐
震
診
断
、
耐
震
化
の
い
ず
れ
も
北
海
道
地
方
、
東
北
地
方
と
と
も
に
著

し
く
遅
れ
て
い
る
。

こ
の
際
、
各
都
道
府
県
の
公
立
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
改
修
状
況
に
つ
い
て
、
一
九
八
一
年
以
前
と
以
後
の
建
物
と
を
区

三



別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
耐
震
診
断
実
施
済
の
棟
数
と
耐
震
診
断
実
施
率
、
耐
震
化
済
（
耐
震
性
の
あ
る
、
及
び
す
で
に
改
修
・

補
強
済
の
建
物
）
の
棟
数
と
耐
震
化
率
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

一
九
八
一
年
の
新
耐
震
基
準
以
前
に
建
て
ら
れ
た
、
学
校
施
設
に
対
す
る
耐
震
診
断
実
施
率
と
耐
震
化
率
を
都
道
府
県
別

に
見
て
み
る
と
大
き
な
地
域
間
の
格
差
が
あ
る
が
、
何
故
生
じ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。
こ
の
よ
う
な
地
域
間
の
格

差
を
な
く
す
た
め
に
、
政
府
は
ど
の
よ
う
な
方
針
を
持
ち
、
対
策
を
講
ず
る
つ
も
り
な
の
か
。

五

公
立
の
小
中
学
校
施
設
は
七
五
年
代
を
ピ
ー
ク
と
し
て
整
備
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
、
老
朽
化
の
進
行
が
み

ら
れ
始
め
る
二
〇
年
を
経
過
し
た
校
舎
が
全
体
の
約
七
二
・
九
％
を
占
め
て
お
り
、
な
か
に
は
四
〇
年
、
五
〇
年
を
経
過
し

た
校
舎
も
存
在
す
る
な
ど
、
老
朽
化
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
一
九
七
一
年
以
前
の
校
舎
、
一
九
七
二
年
か
ら
一
九
八
一
年
の
校
舎
は
、
各
都
道
府
県
に
ど
の
く
ら
い
存
在
す
る

の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

一
九
七
一
年
以
前
及
び
一
九
七
二
年
か
ら
一
九
八
一
年
の
老
朽
化
し
た
校
舎
、
特
に
倒
壊
や
大
破
の
危
険
性
の
高
い
校
舎

の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
化
を
優
先
的
に
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
具
体
的
な
方
針
を
伺
い
た
い
。

七

文
部
科
学
省
が
、
市
町
村
に
対
し
て
本
年
一
月
に
行
な
っ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
耐
震
化
が
進
ま
な
い
理
由
と
し
て
、
約
七

四



割
が
「
耐
震
補
強
事
業
の
予
算
措
置
が
困
難
」
、
約
六
割
が
「
耐
震
診
断
経
費
の
予
算
措
置
が
困
難
」
と
財
政
面
で
の
問
題

を
指
摘
し
て
い
る
。

多
数
の
学
校
を
抱
え
る
設
置
者
で
あ
る
市
町
村
が
、
多
大
な
財
政
負
担
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
耐
震
化
を
躊
躇
し
て
い
る
と

い
う
現
状
を
、
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
耐
震
診
断
の
実
施
、
耐
震
化
の
促
進
を
図
る
の
か
。

八

設
置
者
が
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
を
行
な
う
場
合
の
現
行
の
国
庫
負
担
・
補
助
制
度
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

あ
ら
た
め
て
そ
の
概
要
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

九

耐
震
診
断
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
制
度
が
な
い
こ
と
か
ら
、
政
府
は
「
耐
震
化
優
先
度
調
査
」
を
推
奨
し
て
い
る
が
、

設
置
者
が
実
施
す
る
耐
震
診
断
に
対
し
て
、
国
は
、
少
な
く
と
も
予
算
措
置
に
よ
る
補
助
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

十

国
は
、
設
置
者
が
学
校
施
設
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
に
、
現
行
の
国
庫
負
担
・
補
助
制
度
の
見
直
し
を
含
め
た
財
政

措
置
を
講
ず
べ
き
と
考
え
る
が
、
検
討
す
る
用
意
は
あ
る
か
。

学
校
施
設
の
耐
震
化
等
は
、
重
要
な
社
会
資
本
の
整
備
で
あ
り
、
こ
の
事
業
に
対
す
る
国
等
の
財
政
支
出
は
経
済
的
効
果

が
あ
る
も
の
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

五



十
一

本
年
三
月
、
学
校
施
設
整
備
指
針
策
定
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
は
、
「
耐
震
化
の
推
進
な
ど
今
後
の
学
校
施

設
整
備
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
と
の
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
こ
れ
ま
で
は
建
築
後
三
〇
年
以
上
を
経
過
し
た
学
校
施
設
を
改

善
す
る
場
合
に
は
、
改
修
よ
り
も
、
全
面
建
て
替
え
（
改
築
）
に
よ
る
整
備
が
多
く
行
な
わ
れ
て
き
た
。
同
報
告
書
は
、

「
膨
大
な
学
校
施
設
に
つ
い
て
、
限
ら
れ
た
予
算
で
、
で
き
る
限
り
多
く
の
施
設
の
耐
震
性
を
よ
り
早
急
か
つ
効
率
的
に
確

保
す
る
と
と
も
に
、
老
朽
施
設
の
質
的
整
備
も
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
基
本
的
に
、
こ
れ
ま
で
の
全
面
建
て
替
え
（
改

築
）
方
式
か
ら
、
工
事
費
が
安
価
で
工
期
の
短
い
改
修
方
式
に
よ
る
再
生
整
備
へ
の
転
換
を
図
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
提
言

を
し
て
い
る
。

政
府
と
し
て
も
、
「
全
面
建
て
替
え
方
式
」
か
ら
「
改
修
方
式
」
に
方
針
を
転
換
す
る
考
え
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
地
震

時
に
子
ど
も
た
ち
の
生
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
耐
震
性
を
確
保
で
き
る
の
か
。
見
解
を
伺
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。

六


